
 

日の出町立大久野中学校 

学校だより 第 ２ 号                                  

        令和５年４月２８日         

        あす    なろ 
教育目標 「自ら進んで学ぼう  思いやりの心 感動する心をもとう  たくましく 心とからだを鍛えよう」  

 あすなろ物語（井上靖） 「あすは檜になろう、あすは檜になろうと一生懸命考えている木よ」 

 

          学習見える化計画書 

                            校長 髙橋 正充 

昨年度末に実施した生徒アンケート「全体的に授業内容は理解できていますか」

の質問項目に全校生徒の７５％以上が｢良くあてはまる」｢あてはまる｣と肯定的な

回答をしています。しかし、昨年度の復習確認テストの結果を分析すると東京都

の平均よりも低い教科がほとんどでした。授業の内容を７５％以上の生徒が理解していると答えて

いるにもかかわらず、なぜこの差が出るのでしょうか。大久野中学校の授業は、タブレット型パソ

コンを取り入れたり、個人で考え、話合いをさせて授業内容を深めたり、分かりやすく視覚的な教

材を使用したりするため、授業で説明したときには、確かに理解して帰宅するのですが、結果に表

れないのはなぜでしょうか。そこには、様々な原因があると思います。一つには「学習を定着させ

る鉄則」ができていないのではないかと分析しています。 

学校で習ったことを毎日復習している生徒は、どれくらいいるでしょうか。塾に行っている人は、

塾から帰ってきても、何もしないで次の塾の日を迎えていませんか。テストが返却されて出来なか

ったところをしっかりやり直していますか。簡単なことなのですが、終わってしまうとなかなかで

きないのが現状です。「塾で１時間も勉強してきたのだから今日はもう十分だ！」ではなく、学習

を定着させるために、習ったことを、なるべく早く、復習しなければいけません。自分の習ったこ

とを忘れないうちに家に帰ったら直ぐに、自分の力でもう一度やってみることが大切なのです。勉

強は復習が重要ですが、昨年度の大久野中の生徒アンケートで「家庭学習は習慣化していますか」

の項目では、４２％の生徒ができていないと回答していました。 

以前、中学受験で見事第一志望に合格させた保護者の方からこんな話を聞きました。「確認テス

トがあるごとに、子供を家で待ち構え一緒に、できなかったところを必ずその日のうちに復習させ

ることを徹底させた」それだけを一年間繰り返し行ったそうです。 

この理屈は大人でも同じです。例えば、初めてピアノを習った。料理教室に挑戦した。パソコン

教室で初の計算ソフトを勉強した。そのときは理解してできても一週間、二週間、何もしなければ

習ったことを忘れてしまい、できなくなるのは当たり前のことです。復習や反復練習が必要なので

す。中学生は、学校や塾で勉強したことを定着させるには、「家庭学習の習慣」を付けることが必

須なのです。 

 今年度の重点目標の１番に「学力の定着」を掲げました。家庭学習の習慣化を図るため、「学習

見える化計画表」を作成し、個々に全教科の学習予定の見える化を図ります。４月１１日にファイ

ルに入れた学習見える化計画書を全生徒に配布しました。折り畳みの A4クリヤーファイルには、

年間行事予定と、４月からの１２カ月間の全教科の予定が書き込める計画書

が入っています。このファイルはすべての授業に持参し、予定を各自記入す

ることで３か月分先まで、いつまでに何をしなければならないのかが視覚的

に見て分かり、学習のきっかけをつかんでもらうことができます。直ぐに学

力の数値に表れるものではないかもしれませんが、自らが考えて習慣化する

ことの大切さを学び取れば、学力の定着につながると考えています。 



 

５月の主な予定 
 
１日（月）開校記念日 朝礼 

３日（水）憲法記念日 

４日（木）みどりの日 

５日（金）こどもの日 

１０日（水）西多摩中教研 

（午前授業） 

１２日（金）PTA総会 14:40～ 

学校公開 

１５日（月）全国学力・学習

状況調査（３年） 

１６日（火）体育祭全体練習 

２０日（土）体育祭 

２２日（月）振替休業 

２３日（火）体育祭予備日 

      以降順延～２５日 

２６日（金）1学期中間考査 

３０日（火）心臓検診（１年） 

３１日（水）引き取り訓練 

【目指す学校像】          【目指す生徒】 

◎真に信頼されうる学校         ◎意欲的に、学び続ける生徒 

○道徳教育が充実している学校      ○「知・徳・体」のバランスのとれた生徒 

○感動あふれる学校           ○心身ともに健康である生徒           

 今年度、目指す学校の重点は、地域・保護者・生徒から真に信頼されうる学校です。自ら、意欲的
に、学び続ける生徒が目指す生徒像です。 

 

大久野中学校経営の視点    

全ての判断する基準を原則、生徒ファーストとします。生徒の安全・安心を第一に考え、以下の
判断基準で、決められたルールの中で一番の方法を考えます！また、授業はもちろん、学校の取組
の全てに一工夫を入れる意識で考えていきます。 

 １ ～全ての判断基準～  （基本 生徒ファースト） 

（１）生徒に必要かどうか （２）教育的効果 （３）働き方改革 （４）保護者・地域の理解   

 

２ ～全ての取組～   （基本 一工夫）  

 

令和５年度教職員一覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女子標準服について  

今年度から女子標準服のズボンを導入します。上衣は、ジャンバースカートのも
のと共通で、濃紺の同じ生地の冬用ズボンも標準服とします。冬服の衣替えに準備
できるよう、希望者には７月中旬に採寸日を設けて購入できるようにします。費用
等詳しくは、５月中旬配付予定のムサシノ学生服からのお便りをご覧ください。 
夏用ズボンについては、来年度の新入生保護者説明会の時期にご案内いたします。 

部活動本入部  

先日の新入生歓迎会では、各部活の様子の説明や入部へのアピールが新１年生に楽しく丁寧にさ
れました。そして、４月２５日から１年生が本入部となり各部活動が新しくスタートしました。 


